
抗  議  文 

 

２０１４年１１月５日 

 

在本邦アメリカ合衆国大使館 

特命全権大使 

キャロライン・ケネディ大使 閣下 

 

                   大阪府豊中市長  淺利 敬一郎 

 

本日、貴国がニューメキシコ州のサンディア国立研究所において、今年９月

４日と１０月３日の２回、Ｚマシンを使用した核性能実験を実施していたとの

報道に接しました。 

豊中市は日本非核宣言自治体協議会の一員として、平和の大切さや核兵器の

廃絶を広く訴えているところであり、このたびの実験に対して、厳重に抗議し

ます。 

国際社会においては、今年２月メキシコで開かれた「核兵器の非人道性に関

する国際会議」において、核兵器がいかに非人道的な兵器であるかを明らかに

されました。また、来年には核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議が開催されま

す。 

貴国におかれましても、オバマ大統領が表明されている「核兵器のない世界」

の実現に取り組み、あらためて核兵器の廃絶に向けた主導的役割を果たすよう、

強く求めます。 

貴職におかれましては、上記抗議内容について、即刻本国へ伝達されるよう

お願いいたします。 


